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◦『近江栗太郡志』発刊100周年
◦くりちゃんバス運行状況

◦前年度下半期予算執行状況
◦市民参画と協働によるまちづくり

今月の主な内容

金勝小学校の2年生がポニーとのふれあい体験をしました（6月４日）。金勝小学校の2年生がポニーとのふれあい体験をしました（6月４日）。
当日の様子はホームページフォトニュースで紹介しています。▶︎当日の様子はホームページフォトニュースで紹介しています。▶︎

デジタル版
「広報りっとう」は

こちら



収
集
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
正
10
年

（
1
9
2
1
）か
ら
始
ま
っ
た『
近
江
栗
太
郡
志
』の

編
さ
ん
事
業
に
お
い
て
も
、里
内
は
熱
心
に
資
料
を

収
集
し
、そ
の
成
果
を
大
正
15
年
刊
行
の『
近
江
栗

太
郡
志
』に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。里
内
の
尽
力
は
編

さ
ん
作
業
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
、そ
の
功
績
は「
緒
言
」（
序
文
）に
も
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、里
内
が
生
涯
を
か
け
て
収
集
し
た
郷
土

資
料
は
、現
在「
里
内
文
庫
資
料
」と
し
て
滋
賀
県

指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、栗
東
歴
史

民
俗
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
貴
重
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、栗
太
郡
の
歴
史
と
文
化
を
今
に
伝

え
続
け
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
県
を
代
表
す
る
歴
史
家
と
し
て
知
ら
れ
る

中な
か
が
わ川
泉せ

ん
ぞ
う三（
1
8
6
9
～
1
9
3
9
）を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。坂
田
郡
大
野
木
村（
米
原
市
大
野
木
）

で
生
ま
れ
、在
野
の
歴
史
家
と
し
て
地
方
の
歴
史

を
掘
り
起
こ
す
活
動
を
続
け
た
中
川
は
、大
正
2
年

（
1
9
1
3
）に
刊
行
さ
れ
た『
近
江
坂
田
郡
志
』を

は
じ
め
と
す
る
数
々
の
業
績
を
残
し
、近
江
地
方
史

の
研
究
に
お
け
る
礎
を
築
い
た
も
の
と
し
て
、現
在
で

も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。中
川
の
地
方
史
研
究

は
、各
地
の
研
究
者
か
ら
協
力
を
得
な
が
ら
史
料
調

査
を
進
め
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。

　
中
川
の
研
究
と
そ
の
熱
意
に
影
響
を
受
け
、栗

太
郡
の
貴
重
な
資
料
の
収
集
に
尽
力
し
た
の
が
、

葉
山
村
手
原（
栗
東
市
手
原
）の
里さ

と
う
ち内
勝か

つ

治じ

郎ろ
う

（
1
8
7
7
～
1
9
5
6
）で
す
。里
内
は
明
治
41

年（
1
9
0
8
）に
私
立
図
書
館「
里
内
文
庫
」を

設
立
し
、そ
の
後
、『
近
江
坂
田
郡
志
』編
さ
ん
中
の

中
川
の
論
文
に
触
発
さ
れ
て
、栗
太
郡
関
連
の
資
料

『近江栗太郡志』100年『近江栗太郡志』100年
――歴史家たちの記憶歴史家たちの記憶――

栗
太
郡
の
歴
史
を
紐
解
く
地
誌

『
近
江
栗
太
郡
志
』

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
近
江（
滋
賀
県
）は
、古
代
よ
り

日
本
史
の
舞
台
に
た
び
た
び
登
場
し
、交
通
や
政
治

の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
土
地
で
す
。特
に

現
在
の
栗
東
市
を
中
心
と
し
た
栗
太
郡（
栗
東
市
、

草
津
市
、大
津
市
の
瀬
田
川
よ
り
東
側
、守
山
市
南

部
な
ど
）は
、古
代
か
ら
近
江
の
中
心
地
と
し
て
栄

え
、多
く
の
歴
史
や
文
化
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。  

　
そ
ん
な
栗
太
郡
の
歴
史
を
紐
解
く
上
で
欠
か

せ
な
い
地
誌『
近
江
栗
太
郡
志
』が
、令
和
8
年

（
2
0
2
6
）に
刊
行
か
ら
1
0
0
年
を
迎
え
ま
す
。

郷
土
を
見
つ
め
た
歴
史
家
た
ち

中川泉三 近影
（『企画展 近江の歴史家群像』より転載）

里内文庫内での里内勝治郎（里内文庫資料）

『
近
江
栗
太
郡
志
』（
里
内
文
庫
資
料
）
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江
戸
時
代
を
代
表
す
る
測
量
家・伊
能
忠
敬（
1
7
4
5
～
1
8
1
8
）

は
、日
本
全
国
を
歩
き
な
が
ら
精
密
な
測
量
を
行
い
、日
本
初
の
実
測
地
図
と

し
て
知
ら
れ
る「
伊
能
図
」を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。こ
の
地
図
は
、驚
く
ほ
ど
の

精
度
を
誇
り
、そ
の
後
の
近
代
地
図
の
礎
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、現
在
で
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。  

　
そ
ん
な
伊
能
図
に
は
、琵
琶
湖
沿
岸
を
測
量
し
て
作
成
さ
れ
た「
琵
琶
湖

図
」も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
地
域
の
歴
史
的
資
料
と
し
て
大
変
貴
重
で
あ

る「
琵
琶
湖
図
」に
注
目
し
た
里
内
勝
治
郎
は
、伊
能
忠
敬
の
子
孫
と
交
渉
を

重
ね
、自
ら
模
写
を
作
成
し
ま
し
た
。こ
れ
が「
琵
琶
湖
近
傍
大
絵
図
」と
呼

ば
れ
る
地
図
で
す
。  

　
さ
ら
に
、大
正
10
年（
1
9
2
1
）に『
近
江
栗
太
郡
志
』の
編
さ
ん
が
開
始

さ
れ
る
と
、翌
年
3
月
に
は
栗
太
郡
内
に
残
る
貴
重
な
資
料
を
集
め
た
展
覧

会
が
栗
太
郡
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
展
覧
会
で
は「
琵
琶
湖
近
傍
大

絵
図
」も
出
品
さ
れ
、新
聞
紙
上
で「
栗
太
郡
史
編
纂
上
、逸
す
可
ら
さ
る
史

料
」（
栗
太
郡
史
を
編
さ
ん
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
資
料
）と
紹
介
さ
れ
る
な

ど
、多
く
の
人
々
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　
中
川
泉
三
に
よ
る
葉
山
村
で
の
資
料
調
査
に
は
、里
内

勝
治
郎
が
同
行
し
て
い
ま
す
。あ
る
日
の
調
査
記
録
に
よ
る

と
、中
川
は
８
時
30
分
に
手
原
に
あ
る
里
内
宅
へ
到
着
し
、

ま
ず
系
図
や
絵
図
の
模
写
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、正
午

に
は
六
地
蔵
の
和
中
散
本
舗
を
調
査
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に

近
く
に
あ
る
銅
鏡
の
出
土
地
を
訪
れ
た
後
、昼
食
は
地
域

の
個
人
宅
で
取
っ
た
そ
う
で
す
。

　
午
後
に
は
、高
野
神
社
と
隣
接
す
る
松
源
院
を
訪
問
し
、

大
般
若
経
、神
像
、石
灯
籠
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。そ
し

て
17
時
か
ら
は
出
庭
神
社
の
境
内
を
調
査
し
、18
時
に
そ

の
日
の
調
査
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
中
川
が
丹
念
に
収
集
し
た
資
料
は
、大
字
ご

と
に
整
理
さ
れ
て
綴
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
調
査
を
郡

内
各
地
で
繰
り
返
し
、中
川
は『
近
江
栗
太
郡
志
』を
つ
い

に
書
き
上
げ
た
の
で
し
た
。

「
栗
太
郡
史
編
纂
上
、逸
す
可
ら
さ
る
史
料
」

―
琵
琶
湖
近
傍
大
絵
図
―

『
近
江
栗
太
郡
志
』編
さ
ん
事
業
の
一
日

―
あ
る
日
の
資
料
調
査
―

「琵琶湖近傍大絵図」（里内文庫資料）

展覧会を報じる新聞記事
（里内文庫資料）

『近江栗太郡志』100年 ―歴史家たちの記憶―

問歴史民俗博物館　TEL0７７-5５4-2733 ＦＡＸ0７７-５５4-2755

　栗東歴史民俗博物館では、7月18日㈯から8月30日㈰まで、企画展「『近江栗太郡志』
100年 ―地方史の記憶を未来へ―」を開催します。ぜひご来館ください。

（展覧会に関する詳細は、「お知らせ版」８頁、今号の折り込みチラシをご覧ください）

お知らせ

 「
栗
太
郡
志
編
纂
史
料
」の

う
ち「
治
田
村
採
集
史
料
」

（
里
内
文
庫
資
料
）

『
近
江
栗
太
郡
志
』

中
川
泉
三
手
書
原
稿

（
里
内
文
庫
資
料
）
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現
在
お
使
い
の
資
格
確
認
書
は
、令
和
8

年
7
月
31
日
を
も
っ
て
有
効
期
限
を
迎
え

ま
す
。

　
令
和
8
年
8
月
1
日
か
ら
は
、マ
イ
ナ
保

険
証
ま
た
は
7
月
に
お
送
り
す
る
資
格
確

認
書【
薄
緑
色（
う
す
み
ど
り
色
）】を
お
使

い
く
だ
さ
い
。な
お
、現
在
お
持
ち
の
資
格

確
認
書【
薄
橙
色（
う
す
だ
い
だ
い
色
）】は
、

市
役
所
へ
8
月
以
降
に
返
却
い
た
だ
く
か
、

ご
自
身
で
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
資
格
確
認
書
の
対
象
者
と
送
付
方
法

対
象
者

•
85
歳
以
上
の
被
保
険
者

•
85
歳
未
満
の
被
保
険
者
で
あ
り
、マ
イ
ナ

保
険
証
と
し
て
登
録
を
し
て
い
な
い
人

送
付
方
法

•
7
月
中
旬
頃
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付

し
ま
す
。

◦
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
の
対
象
者
と
送

付
方
法

対
象
者

•
85
歳
未
満
の
被
保
険
者
で
あ
り
、マ
イ
ナ

保
険
証
と
し
て
登
録
済
み
の
人

送
付
方
法

•
7
月
中
旬
頃
に
特
定
記
録
郵
便
で
送
付

し
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

は
、本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
の
上
、

市
役
所
で
申
請
す
る
こ
と
で
資
格
確

認
書
が
交
付
さ
れ
ま
す

•
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
る

が
、マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
が

困
難
な
ど
の
理
由
が
あ
る
人

•
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
更
新
中
、

ま
た
は
紛
失
、破
損
し一時
的
に
使

用
で
き
な
い
人

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

に
、令
和
８
年
度
の
１
年
間
の
保
険
料
の
額

や
、支
払
方
法
を
記
載
し
た
通
知
書
を
、７

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。令
和
８
年
度
よ
り

従
来
の
保
険
料（
医
療
分
）に
加
え
て
、子
ど

も
子
育
て
支
援
金
分
の
保
険
料
を
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。

◦
保
険
料
の
計
算
方
法

　
令
和
８
年
度
の
保
険
料
は
、令
和
７
年
中

の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

◦
保
険
料
の
支
払
方
法

　
通
知
書
の「
特
別
徴
収
」の
欄
に
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、そ
の
金
額
が
公
的
年

金
か
ら
引
き
去
り
と
な
り
ま
す
。「
普
通
徴

収
」の
欄
に
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、

納
付
書
か
口
座
振
替
で
の
支
払
い
と
な
り

ま
す
。

令
和
８
年
度
の
保
険
料
の
額
を

７
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
令
和
8
年
度
は
8
月
1
日
時
点
で
85
歳
以
上
の
人
に
は一律
で
資
格
確

認
書
を
、85
歳
未
満
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
登
録

が
お
済
み
の
人
は
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
７
月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
す

問
保
険
年
金
課 

高
齢
者
医
療
係

　
TEL
0
7
7︲5
５
１︲0
3
6
1

　
ＦＡＸ
0
7
7︲５
５
3︲0
2
5
0

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

薄緑色（うすみどり色）

有効期限は

令和9年７月31日
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マ
イ
ナ
保
険
証（
健
康
保
険
証
の
利
用
登

録
を
行
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）の
導

入
に
伴
い
、令
和
6
年
12
月
2
日
よ
り
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
新
規
発
行
は
廃

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
栗
東
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
人

に
、令
和
8
年
8
月
以
降
も
医
療
機
関・薬

局
な
ど
を
受
診
で
き
る
よ
う
、7
月
中
旬
頃

に「
資
格
確
認
書
」か「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」の
い
ず
れ
か
を
お
送
り
し
ま
す
。（
一
部

の
人
を
除
き
ま
す
）

「
資
格
確
認
書
」の
対
象
者
と
送
付
方
法

　
対
象
者

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
人

　
送
付
方
法

　
7
月
中
旬
頃
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」の
対
象
者
と

送
付
方
法

　
対
象
者

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人

　
送
付
方
法

　
7
月
中
旬
頃
に
普
通
郵
便
で
送
付

※「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」は
、医
療
機

関・薬
局
な
ど
の
窓
口
で
マ
イ
ナ
保
険
証

に
よ
る
受
付
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た

と
き
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
と
も

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
制
度

　
災
害
時
は
、地
域
の
人
で
助
け
合
う「
共

助
」が
大
切
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、災
害
時
に
、支
援
が
必
要

な
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
に
対

す
る
安
否
確
認
や
避
難
の
手
助
け
が
、地
域

の
中
で
速
や
か
に
安
全
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
、支
援
者
·
関
係
機
関
で
情
報
を
共
有

す
る
も
の
で
す
。

※
災
害
時
の
支
援
を
確
約
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

対
象
と
な
る
人
の
要
件（
在
宅
）

•
75
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

ま
た
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

•
介
護
保
険
の
要
介
護
１
以
上

•
身
体
障
害
者
手
帳
１
·
２
級

•
療
育
手
帳
Ａ
１
·
Ａ
２

に
提
示
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
保
険

診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
り
、基
本
的
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
み
で
受
診
可
能
で
す

※
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
で
も
、事

前
に
資
格
確
認
書
の
交
付
申
請
を
さ
れ

て
い
る
、最
近
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
を

さ
れ
た
な
ど
の
場
合
は
資
格
確
認
書
を

送
付
し
ま
す

※
特
別
の
事
情
が
な
く
、長
期
に
わ
た
っ
て

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
に
は
、別

途
案
内
の
上
で
、「
資
格
確
認
書（
特
別

療
養
費
）」（
10
割
負
担
）、ま
た
は「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ（
特
別
療
養
費
）」（
10

割
負
担
）を
交
付
し
ま
す

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
が

社
会
保
険
な
ど
別
の
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
た
場
合
、国
民
健
康
保
険
の
脱
退

の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

•
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

•
難
病

•
災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

で
支
援
を
要
す
る

登
録
方
法

　

所
定
の
申
請
書（
担
当
課
に
備
付
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
左
記
へ
。

随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
提
供
を
受

け
た
支
援
者
に
対
し
て
は
、守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す

「
地
域
の
避
難
支
援
者
」登
録
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

本
制
度
で
助
け
合
い
の
具
体
化
を
進
め

る
に
あ
た
り
、市
で
は
、避
難
支
援
や
安
否

確
認
等
を
し
て
い
た
だ
け
る「
地
域
の
避
難

支
援
者
」の
登
録
を
推
進
し
て
い
ま
す
。隣

近
所
の
人
か
ら
登
録
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
ら
、可
能
な
範
囲
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

す
で
に
登
録
済
み
の
人
へ

　
「
登
録
内
容
の
変
更
」ま
た
は「
施
設
入

所
等
に
よ
る
登
録
廃
止
」が
生
じ
た
際
に

は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
施
設
入
所
や
長
期
入
院
な
ど
の
場
合
は

本
制
度
の
対
象
外
と
な
り
ま
す

栗
東
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
皆
さ
ん
に

「
資
格
確
認
書
」ま
た
は「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」を
お
送
り
し
ま
す

災
害
へ
の
備
え
　
地
域
で
助
け
合
い
の
場
を

問
保
険
年
金
課 

国
民
健
康
保
険
係

　
TEL
0
7
7︲5
５
１︲1
8
0
7

　
ＦＡＸ
0
7
7︲５
５
3︲0
2
5
0

問
社
会
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

　
TEL
0
7
7︲5
５
１︲0
1
1
8

　
ＦＡＸ
0
7
7︲５
５
3︲3
6
7
8

詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

1 同意・申請

避難行動
要支援者

市役所
（社会福祉課）

避難支援等
関係機関

自治会
自主防災組織
民生委員・児童委員
社会福祉協議会
警察署・消防署

4 平常時
・声かけ、見守り
・避難訓練 など

2 台帳登録
プラン作成

3 情報の提供
（台帳・プラン）

5 災害時
・避難行動の
　　　支援など
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問財政課 財政係　TEL0７７-5５１-0100 ＦＡＸ0７７-５５4-1123

区分 予算額 収入済額 収入率
市 税 145億6,350万円 141億7,747万円 97.3%
地方譲与税など 41億1,123万円 40億7,919万円 99.2%
分担金・負担金 4億1,647万円 3億8,455万円 92.3%
使用料・手数料 7億4,680万円 6億4,730万円 86.7%
国 庫 支 出 金 67億7,849万円 60億8,251万円 89.7%
県 支 出 金 25億6,482万円 12億3,723万円 48.2%
財産収入など 5億6,728万円 3億7,803万円 66.6%
繰 越 金 5億8,654万円 8億2,985万円 141.5%
諸 収 入 5億3,949万円 3億1,６８８万円 58.7%
市 債 19億4,410万円 1億6,０７７万円 8.3%

合　計 328億1,872万円 282億9,378万円 86.2%

▼歳入 ▼歳出

市債の現在高 基金の現在高

※市民一人あたり 669,949 円の現在高です ※市民一人あたり 117,676 円の現在高です

水道事業会計・公共下水道事業会計執行状況

区分 予算額 執行済額 執行率
議 会 費 1億8,575万円 1億7,896万円 96.3%
総 務 費 33億4,144万円 24億4,246万円 73.1%
民 生 費 149億6,765万円 123億5,096万円 82.5%
衛 生 費 27億8,906万円 21億2,935万円 76.3%
労 働 費 6,470万円 6,145万円 95.0%
農林水産業費 3億5,939万円 2億4,928万円 69.4%
商 工 費 3億7,073万円 1億8,073万円 48.7%
土 木 費 26億5,720万円 12億5,119万円 47.1%
消 防 費 8億9,408万円 8億2,665万円 92.5%
教 育 費 39億 945万円 32億1,760万円 82.3%
公 債 費 32億6,927万円 31億2,178万円 95.5%
予 備 費 1,000万円 0万円 0.0%

合　計 328億1,872万円 260億1,041万円 79.3%
地方譲与税など···· 地方譲与税・地方交付税・その他交付金の合算
財産収入など········ 財産収入、寄附金、繰入金の合算

会計名 予　　算　　額 収　入　済　額 収入率 執　行　済　額 執行率
土 地 取 得 1億1,983万円 308万円 2.6% 1億1,982万円 100.0%
国 民 健 康 保 険 54億4,896万円 49億2,703万円 90.4% 50億9,764万円 93.6%
後 期 高 齢 者 医 療 9億8,822万円 9億4,995万円 96.1% 9億1,082万円 92.2%
介 護 保 険 45億 986万円 38億9,917万円 86.5% 39億9,674万円 88.6%
墓 地 公 園 746万円 711万円 95.3% 383万円 51.3%
大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業
栗 東 新 都 心 土 地 区 画 整 理 事 業 3,370万円 214万円 6.4% 3,370万円 100.0%
農 業 集 落 排 水 事 業 3,617万円 411万円 11.4% 2,246万円 62.1%

合　計 111億4,420万円 97億９，259万円 87.9% 101億8,501万円 91.4%

予算額 収入・執行済額 収入・執行率

収益的 収入 14億8,234万円 15億　672万円 101.6%
支出 13億9,281万円 13億8,141万円 99.2%

資本的 収入 2億3,339万円 2億2,111万円 ９4.7%
支出 5億6,356万円 4億9,207万円 87.3%

予算額 収入・執行済額 収入・執行率

収益的 収入 18億1,270万円 18億3,761万円 101.4%
支出 16億6,092万円 15億8,743万円 95.6%

資本的 収入 7億2,467万円 6億8,301万円 94.3%
支出 14億7,728万円 14億3,096万円 96.9%

一 般 会 計 305億 283万円
土 地 取 得 特 別 会 計 2億3,400万円

大津湖南都市計画事業栗東新都
心 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 14万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 2,２８４万円
水 道 事 業 会 計 40億5,245万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 121億8,330万円

合　計 469億9,556万円

財 政 調 整 基 金 21億1,362万円
減 債 基 金 46億1,316万円
東 海 道 新 幹 線（ 仮 称 ） び わ こ
栗 東 駅 建 設 等 整 備 基 金 698万円
墓 地 公 園 等 整 備 基 金 1億4,767万円
そ の 他 特 定 目 的 基 金 7億6,192万円
土 地 開 発 基 金 6億 142万円
そ の 他 定 額 運 用 基 金 1,000万円

合　計 82億5,477万円

令和7年度 下半期予算執行状況

▼水道事業会計

一般会計執行状況 ※令和６年度からの繰越事業費は含みません

▼公共下水道事業会計

特別会計執行状況 ※令和６年度からの繰越事業費は含みません

特別会計················ �国民健康保険のように相互扶助を目的とした事業や農業集落排水のように受益の程度に応じた事業は、原則として
受益者たちの負担金で運営するため、一般会計とは別の「特別会計」になっています。

※水道事業会計・公共下水道事業会計は民間企業のように、その事業の収入で支出を賄う独立採算の企業会計を採っています。
   収益的支出は、人件費や物件費など毎年必要な経費、資本的支出は、新しい管の敷設などに必要な経費のことです

　市では、毎年２回財政状況をお知らせしています。今回は令和7年度下半期（３月３１日まで）の財政状況をお知らせし
ます。なお、年度末までに実施した事業の収入や支出などの会計事務は５月３１日まで行うことができます。
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問交通政策課 交通政策係　TEL0７７-5５１-0291 ＦＡＸ0７７-５５2-7000

くりちゃんバス・タクシーの利用状況
　「くりちゃんバス（草津・栗東・守山くるっとバス）・タクシー」は、皆さんの日常生活における地域の身
近な交通手段として活躍しています。
　令和７年度（令和６年10月～令和７年9月）の利用者数は、合計約９４,０00人で、前年度と比較して
約11,000人増となりました。今後も利用状況などをもとに、より多くの人に利用いただけるよう取り
組んでいきます。お出掛けの際には、ぜひくりちゃんバスをご利用ください。

令和７年度

くりちゃんバス・タクシー路線図・時刻表

市ホームページ

　バスロケーションシステムとは、GPSなどを用いてバスの位置情報を収集し、「バスの到着予測時刻」や
「バスの現在位置」などをお手持ちのパソコン、スマートフォンからリアルタイムに閲覧できる便利なサー
ビスです。

路線名 年度当たり
利用者数

大宝循環線 29.9千人

宅屋線 24.0千人

草津駅・手原線 26.7千人

葉山循環線 4.1千人

治田金勝線 5.6千人

金勝循環線（タクシー） 3.7千人

合　　計 94.0千人

科　目 金　額

収　　入 7,８８0万円

経常収益
（運送収入など） 1,3６0万円

市補助金額（※） 4,780万円

国補助金額等（※） 1,740万円

支　　出
経常費用（人件費・燃料費など） 7,８８0万円

※その他、市内路線バスの運行にあたり、市補助金額
（1,974.7万円）、国補助金額等（310.3万円）があります

令和７年度（令和６年10月～令和７年9月）の利用状況

バスロケーションシステム「バス予報」のご案内
バスがいつ来るか

わかります!

◆バス予報への接続方法
お手持ちのスマートフォンで右の二次元コードを
読み取り、アクセスしてください。

◆「バス予報」に関する問合せ　　
　アーティサン株式会社

くりちゃんバス

◆くりちゃんバス・タクシー利用者数 ◆収支状況� ※運行費のみ
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栗東100歳大学１０１０期生募集期生募集
65歳以上の皆さん！！ 栗東100歳大学で学んでみませんか

栗東１００歳大学では、健康づくり、地域とのつながり、
地域貢献活動などについて学び体験することで、
人生１００年時代を豊かに暮せるヒントを学ぶことが出来ます。

問長寿福祉課 地域支援係　TEL077-5５１-0198 FAX077-5５１-0548

カリキュラム

講 義 風 景

開 催 日 時

　１年で基礎講座6科目「総論」「健康づくり」「生きがいづくり」「幸せづくり」
「福祉」「地域」25講座と選択コース「健康づくりコース」「ボランティア活動
コース」「趣味活動コース」「ＳＮＳの使い方コース」で学びます。
※内容は変更することがあります

対　象　者 ６５歳以上の市民

場　　　所 なごやかセンター

受　講　料 ５，０００円（前期 ２，５００円　後期 ２，５００円）

申　込　み ８月１７日㈪１２時までに担当課へ（電子申請可）

入   学   式　８月１９日㈬
基 礎 科 目　８月１９日㈬～２月１０日㈬
　　　　　　毎週水曜日
　　　　　　時間１０：００～１１：４５
選択コース　令和９年３月～７月
卒   業   式　令和９年７月末頃

定　　　員 ３０人　※申込先着順

市長の講座市長の講座

歴史散策歴史散策 龍谷大学生との交流（スマホ講座）龍谷大学生との交流（スマホ講座）

スローイングビンゴ体験スローイングビンゴ体験

電子申請は
こちら
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問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー 

母
子
保
健
係

　
TEL
0
7
7︲5
５
8︲8
6
7
0

　
ＦＡＸ
0
7
7︲５
５
4︲6
1
0
1

　
普
段
お
子
さ
ん
は
何
を
ど
の
く
ら
い

飲
ん
で
い
ま
す
か
？
暑
く
な
っ
て
く
る

と
、脱
水
症
状
が
気
に
な
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

飲
む
も
の
は
水（
白
湯
）、お
茶（
麦

茶
）、母
乳
、育
児
用
ミ
ル
ク
な
ど
さ
ま
ざ

ま
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一日
の
水
分
量
の
目
安
と
し
て
は
、お

お
ま
か
に
、体
重
が
５
㎏
な
ら
5
0
0

㎖
、10
㎏
な
ら
1
0
0
0
㎖
、15
㎏
な
ら

1
2
5
0
㎖
、20
㎏
な
ら
1
5
0
0
㎖

と
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
離
乳
食
が
始
ま
っ
て
い
な
い
場
合
は
、母
乳
や
育
児
用
ミ
ル
ク

だ
け
で
水
分
は
足
り
て
い
ま
す
。

　
水
分
補
給
で
特
に
気
を
付
け
た
い
こ
と
は
、基
本
的
に
水
や
お

茶
を
飲
む
こ
と
で
す
。

　
経
口
補
水
液
や
イ
オ
ン
飲
料
な
ど
は
、多
量
の
汗
を
か
い
た
時

や
、発
熱
·
嘔
吐
·
下
痢
な
ど
の
体
調
不
良
時
に
は
効
率
よ
く

水
分
を
吸
収
で
き
て
便
利
で
す
が
、甘
く
て
カ
ロ
リ
ー
が
高
く
、

肥
満
や
偏
食
、む
し
歯
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
の
で
、ジ
ュ
ー
ス
を
含

め
、日
常
的
に
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
水
や
お
茶
が
苦
手
な
場
合
、食
事
の
際
に
味
噌
汁
や
ス
ー
プ
を

飲
む
こ
と
で
も
水
分
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
し
、尿
の
量
や
回
数
が
極
端
に
減
っ
た
り
、顔
色
が
悪
か
っ
た

り
す
る
と
き
は
、脱
水
症
状
の
危
険
が
あ
る
た
め
医
療
機
関
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

役
立
つ
子
育
て
情
報

水
分
補
給
の
お
は
な
し

　ひだまりの家では、高齢者の生きがいづくりや健康維持・地域交流を目的としたさまざまな事業を
行っています。
　これからの時代は“介護予防”が大切です。「いつまでも自分のことは自分で！」を目標に、みんなで
一緒に楽しい時間を過ごしませんか。要介護認定を受けておらず“介護予防”に努めたいとお考えの
皆さん、ぜひお問合せください。

★一日体験利用も随時受け付けています。（昼食代７００円要）

隣保館デイサービス隣保館デイサービス「ひだまりひろば」「ひだまりひろば」でで
一緒に介護予防をしませんか？一緒に介護予防をしませんか？

火～土曜日（週２回まで）利用日

７００円～１,４００円(昼食代込み、所得により変わります)費　用

送迎・健康チェック・体操・脳トレ・レクリエーション・昼食・入浴など内　容

市在住、概ね６５歳以上の要介護認定を受けていない人対　象

問ひだまりの家
　TEL077-5５2-1000 FAX077-5５2-1154
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新しい時代新しい時代の  の  まちづくりまちづくり
本市では、市内を拠点に活動する、あるいは活動

しようとするＮＰＯ法人や市民活動団体（自発的で公
益的な活動を行う団体）を元気な栗東市を共に築く
パートナーとして位置づけ、助成金の交付や広報、
サポート講座などの支援を行っています。

■令和９年度実施「元気創造まちづくり事業」「協働事業提案制度」の実施団体、「未来へつなぐ市民活動
応援事業」の支援希望団体を募集します。

　「栗東をもっと元気によりよいまちに…」そんな皆さんの素敵な思いを提案・実現してみませんか？

元気創造まちづくり事業

協働事業提案制度

未来へつなぐ市民活動応援事業（支援希望団体募集）

制度概要 市民活動団体の自立や発展を目的に、発足が間もない団体や
これから新しく事業を実施される団体を支援します。

助成金額 20万円まで

助成率 総事業費の４分の３以内

募集期間 ７月３１日㈮～８月３１日㈪

助成対象期間 令和９年４月１日～令和１０年３月３１日

審査方法 書類審査、公開プレゼンテーション

自由テーマ型 連携支援型

制度概要 市民活動団体と市が役割分担をしながら、対等な立場で地域の課題解決のために事業を実
施する団体を支援します。

助成金額 100万円まで なし（行政のかかわりや活動場所の協力など
が得られます）助成率 総事業費の４分の３以内

募集期間 ７月３１日㈮～８月３１日㈪ 随時

助成対象期間 令和９年４月１日～令和１０年３月３１日 ４月１日（または申請時）～翌年３月３１日

審査方法 書類審査、協働担当課へのヒアリング、公開
プレゼンテーション 書類審査、協働担当課へのヒアリング

制度概要
市民活動団体は、事前にふるさと納税の活用先として市に登
録することができます。市内外の人から応援をしてもらうこと
で、活動資金を調達することが可能となります。

募集期間 ７月３１日㈮～８月３１日㈪

審査方法 書類審査、登録審査会による公開ヒアリング

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら
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第76回 社会を明るくする運動第76回 社会を明るくする運動
　７月は “社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
強調月間です。
　今年の統一テーマは「保護司をはじめとする更生保護ボランティアを広く知ってもらおう」です。

　罪を償い再出発しようとしている人たちを地域で支
える「更生保護」が重要です。さまざまな立場から見守
り、更生を支援する、「更生保護ボランティア」の活動
にご理解いただき「力」チカラをお貸しください。

今回は「犯罪や非行からの再出発を支える5つの仕組み」を紹介します

社会を明るくする運動栗東市推進委員会　問生涯学習課　TEL077-5５１-0145 FAX077-5５2-5544

1 4

2 5

3

相談できる人がいる…「保護司」 先輩・友人がいる…「BBS会」

帰る場所がある…
「更生保護施設・自立準備ホーム」

優しく見守る人がいる…「更生保護女性会」

働く場所がある…「協力雇用主会」

　犯罪や非行により「保護観察」を受けることに
なった人の生活を見守り、さまざまな相談にのっ
たり、指導をしたりしています。

　さまざまな問題を抱える少年に、兄や姉のよ
うに身近な立場で接し、少年の成長を助ける青
年ボランティア団体です。

　刑務所などを出た後、帰る場所がない人たち
に宿泊場所や食事を提供し、自立に向けた生活
指導を行う民間の施設です。

　犯罪予防の活動や子どもたちの健全育成の
ための活動、子育て支援活動などを行うボラン
ティア団体です。

　犯罪・非行歴のため仕事に就くことが難しい人
たちを、その事情を理解した上で、雇用し、立ち
直りを支援する事業者です。

ともにつくる 新しい時代新しい時代の  の  まちづくりまちづくり

問自治振興課 自治協働係　TEL077-5５1-0290 ＦＡＸ077-5５1-0432

市や社会福祉協議会が実施している市民団体助成制度の説明会を開催します。
これから団体を立ち上げようと思っている人、活動はすでに行っているが悩みや困りごと
がある人は参加者同士の交流の時間も予定しておりますので、ぜひご参加ください。
※事前申込みが必要

募集
説明会

①８月１日㈯ １０：００～１２：００　②８月３日㈪ １９：００～２１：００

①コミセン大宝東　大会議室
②栗東市役所２階　第４・５会議室

自治振興課 自治協働係　TEL077-551-0290 ＦＡＸ077-551-0432

日　時

場　所

申込み

更生ペンギンの
サラちゃん

更生ペンギンの
ホゴちゃん
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栗東墓地公園合葬墓の募集案内

多くの人のご遺骨を一緒に埋蔵するお墓

所在地　滋賀県栗東市小野143番地
使用料　　　 １０万円
記名板使用料　５万円（希望者のみ）
対象者
◦本市の住民基本台帳に引き続き１年以上記録され

ている人であり、２親等以内の焼骨を埋蔵する人
◦栗東墓地公園（市営墓地）墓所に埋蔵されている

焼骨を改葬する人

合葬墓とは

概要

問環境政策課　TEL077-5５１-0341 FAX077-5５１-0148

申請開始日　令和８年７月１５日
詳細は市ホームページに掲載
※亡くなった際、合葬墓に納骨をすることができる

生前登録は、年に１回、公募で案内します
生前登録対象者
◦本市の住民基本台帳に引き続き１年以上記録され

ている人
◦栗東墓地公園墓所使用者、その１親等以内の親族

美味い!みごとな料理　上手い!たくみな技術　旨い!くらしの知恵　栗東といえば 馬!
まちの「うまい！」を紹介します

栗東市が誇るモモの魅力

　皆さんは本市でモモが栽培されていることをご存じでしょうか？
　市内の桃農家が「栗東もも生産組合」を結成し、今年で活動開始から27年目を迎えます。
　モモは非常に繊細な果実で、その栽培には並々ならぬ努力が必要とされます。大きく育てるための摘果作業や
果実を守るための袋かけなどの作業には膨大な時間と労力がかかります。また、モモは害虫や病気に非常に弱い
ため、常に丁寧な消毒が必要です。
　これほど手間がかかる作物にもかかわらず、「栗東もも生産組合」の皆さんは環境に配慮した栽培にも挑戦し続
けています。化学合成農薬や化学肥料の使用量を通常の半分以下に抑え、環境への負荷を減少させたモモ栽培に
取り組み、安全でおいしい栗東のモモは、県の「環境こだわり農産物」の認証を受けています。
　丹精込めて育てられたモモは、7月頃に市内の直売所で販売されます。「道の駅 アグリの郷栗東」や「JAレーク
滋賀 田舎の元気や」などの直売所に並ぶモモは、甘さとみ
ずみずしさのバランスが絶妙と評判で、毎年リピーターが増
え続けています。また、市内では添加物不使用でモモの甘
さをそのまま楽しめる桃ジャムも販売されており、大変好評
を得ています。    
　手間暇を惜しまず、愛情を込めて育てられた本市の自慢
のモモ。直売所でその姿を見かけた際には、ぜひその甘さ
と美味しさをご賞味ください。

問農林課 農政係
　TEL077-5５１-0124 FAX077-5５１-0148
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料金受取人払郵便

栗東局
承 認

０５ ２ ０ ３ ０ ９

封筒の作り方
①実線に沿って切り、中央を山折りにします。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせ、封筒を作ります。
③切手を貼らずにそのままポストへ投函してください。

（山折り）

号
三
十
三
番
三
十
目
丁一
寺
養
安
市
東
栗

長
市
東
栗

行

」
紙
手
の
へ
長
市
「

この用紙以外でも受け付けています。

宛」紙手のへ長市「 所役市東栗 8803-025〒

◉専用フォーム

◉はがき・封書

パソコン
栗東市ホームページ➡市長の部屋➡市長への手紙

スマートフォン
右の二次元コードから専用フォームへ➡➡

LINE
メインメニュー➡意見箱➡市へのご意見

差出有効期間
2027年
2月28日
切手不要

1244

問シティプロモーション推進課 
　秘書広聴係

TEL077-551-0102 FAX077-553-1280

　昨年度は、461通の手紙をお寄せいただき
ました。
　手紙の一部を抜粋し、市ホーム
ページに掲載しています。

令和7年度
パブリックコメント実施結果

　令和7年度にお寄せいただいたご意見は、 
3件でした。各計画・条例に対する意見件数
などの詳細については、市ホームページをご
覧ください。
　また、今年度実施のパブリック
コメントについても掲載しており
ますので、ぜひご意見をお寄せく
ださい。

パブリックコメント制度
　パブリックコメント制度とは、市民生
活に広く影響を及ぼす市の基本的な計画
や条例などを策定する際に、その素案の
段階で趣旨や内容を公表し、市民の皆さ
んからご意見を募集する制度です。
　提出されたご意見を考慮しながら、市
として意思決定を行います。

令和7年度
市長への手紙

組織別内訳

種類別件数
内　容 意見数

意 見 58
要 望 237
提 案 6
苦 情 86
そ の 他 74

合　計 461

　市では、「市民主役のまちづくり」を進めるため、市政に関するご
意見やご提案を募集しています。
　日々の暮らしの中で感じていることや、市政について気付いたこ
と、考えておられることなど、皆さんの声をぜひお寄せください。
皆さんとともに、栗東のまちづくりについて考えていきます。
お寄せいただいた手紙は、すべて市長が拝見し、今後の市政運営
の参考とさせていただきます。
次のような場合は返事ができませんので、ご了承ください
◦匿名、または氏名の記載がないもの
◦住所の記載がないもの
◦連絡先が不明なもの
◦特定の個人や団体を誹謗中傷する内容のもの
◦営利を目的としたもの
◦政治、宗教などに関するもの
◦趣旨が不明確なものや、個人的なご意見などで市が回答でき

ないもの
◦その他、市が不適切と判断したもの
※回答までに日数を要する場合がありますので、ご了承ください
※回答は、市長名による文書、または担当課から文書・面談・電話・

メールなどにより行います

市長への手紙
あなたの意見をお寄せください

建設部
15％

教育部
16％

環境経済部
27％

都市設備部 5％

総務部 6%

こども家庭局 6％

市民部 10％

健康福祉部
9％

政策推進部
6%

議会事務局　　 0%
監査委員事務局 0%

上下水道事業所 0%
会計課　　　　 0%
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名
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〒（　　　　ー　　　　　　）
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年

市長への手紙
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ろ
し
り
の

の り し ろ

電話番号

事例 
　「＋１」から始まる国際電話がかかってくる。「１」
を押すように音声案内があり、押すとオペレーターに
繋がった。名前と生年月日を聞かれ答えたところ、間
違いだったと言われて切れた。

　結婚に伴う経済的負担を減らすため、新生活の費
用の一部（住宅取得費用、家賃費用、引越し費用、リ
フォーム費用）を補助します。
【対象世帯】
◦申請時点の住民票の住所が申請に係る市内住宅の

住所である。
◦婚姻日に、夫婦ともに39歳以下である。
◦令和８年1月1日～令和９年2月28日に婚姻届を提

出し、受理されている。
◦夫婦の令和７年分の合計所得金額が500万円未満

である。
※その他条件あり

　補助金額、申請に必要な書類などの詳細は、市ホー
ムページに掲載。
　栗東市LINE公式アカウントより、チャ
ットボットで補助金の該当有無が確認で
きます。
※予算が無くなり次第終了

助言  
　「＋１」や「＋44」など「＋」から始まる電話番号は
海外からの電話です。
　心当たりがない国際電話は詐欺の可能性が高く、怪
しい電話には出ない、折り返さないようにしましょう。
　電話に出てしまった場合、個人情報は絶対に伝えず、
すぐに電話を切りましょう。
　国際電話を利用しない人は、利用休止申請をしまし
ょう。
　固定電話は国際電話不取扱受付センター（電話
0120-210-364（無料））へ連絡し、無料で発着信を
休止できます。
　不安なときは、総務省が実施している迷惑電話対
策相談センター　電話03-6162-1111（平日10時～
17時）へご相談ください。

問自治振興課 消費生活相談窓口（平日のみ）
　TEL077-551-0115 FAX 077-551-0432
　9：15～12：00　13：00～16：00
問滋賀県消費生活センター（平日のみ）
　TEL0749-23-0999　9：15～16：00
問消費者ホットライン
　（土日祝も相談できます）　TEL１８８　		

  いずれも相談は無料（通信費は実費）

消費生活アドバイス
海外からの不審な電話に注意‼

結婚新生活を応援します!
結婚新生活支援事業

７月１日㈬から受付開始

問企画政策課
TEL077-551-1808 FAX 077-554-1123
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し
た
。
朝
鮮
出

兵
に
際
し
て
は
対
馬
で
後
方
支
援
に
あ
た

り
、
秀
吉
の
没
後
に
は
、
朝
鮮
半
島
に

い
る
軍
隊
に
撤
退
命
令
を
伝
え
る
使
者
と

し
て
渡
海
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
近
江
国

出
身
で
秀
吉
に
取
り
立
て
ら
れ
、
豊
臣
政

権
の
行
政
官
と
し
て
能
力
を
発
揮
す
る
武

将
が
多
く
生
ま
れ
、
政
権
の
運
営
を
支
え

て
い
ま
し
た
。
石い
し
だ田
三み
つ
な
り成
は
そ
の
典
型
で

す
。
豊
盛
は
、
三
成
ほ
ど
の
出
世
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
同
じ
道
を
た
ど
っ
た
と

い
え
ま
す
。

市
内
東
坂
の
阿
弥
陀
寺
に
接
す
る
宮
城

家
墓
所
の
奥
に
宮
城
豊
盛
の
墓
が
あ
り
ま

す
。
高
さ
2
メ
ー
ト
ル
を
超
す
大
型
の
五

輪
塔
で
す
（
写
真
上
）
。
令
和
5
年
度
か

ら
7
年
度
に
栗
東
市
教
育
委
員
会
が
墓
所

の
保
存
を
目
的
に
、
測
量
と
発
掘
調
査
、

文
献
調
査
の
総
合
調
査
を
行
い
、
成
果
報

告
書
を
刊
行
し
ま
し
た
。

ミ
ニ
展
示
で
は
、
肖
像
画
や
自
筆
の
手

紙
、
墓
所
出
土
遺
物
を
展
示
し
、
宮
城
豊

盛
を
紹
介
し
ま
す
。

▲宮城豊盛墓（栗東市東坂　阿弥陀寺宮城家墓所）▲宮城豊盛墓（栗東市東坂　阿弥陀寺宮城家墓所）

▲宮城豊盛像（栗東歴史民俗博物館蔵）▲宮城豊盛像（栗東歴史民俗博物館蔵）

■ミニ展示 
　「豊臣政権を支えた栗太武士

　宮城豊盛」
　 会期　7月18日㈯から8月30日㈰まで
　 ※詳細はお知らせ版８ページをご覧ください

問
歴
史
民
俗
博
物
館

　
TEL
0
7
7︲5
5
4︲2
7
3
3 

　
ＦＡＸ
0
7
7︲５
５
4︲2
7
5
5

見

再
発

り
っ
とう

豊
臣
政
権
の
実
力
派
官
僚

栗
太
武
士·
宮み

や
ぎ城

豊と
よ
も
り盛
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ご寄附ありがとうございます

■
発

行
  栗

東
市

役
所

■
URL  https://w

w
w

.city.ritto.ｌｇ
.jp/

〒
520-3088滋

賀
県

栗
東

市
安

養
寺

一
丁

目
13番

33号
TEL

077-553-1234（
代

表
）　ＦＡＸ

077-554-1123（
代

表
）

広
報
り
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と
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環
境
に
配
慮
し
た

紙
と
イ
ン
ク
を

使
用
し
て
い
ま
す

問シティプロモーション推進課 秘書広聴係
TEL077-551-0102 FAX 077-553-1280

株式会社新洲

　創業60周年を記念し、60万円の寄附
をいただきました。
　いただいた寄附は地域活性化や地方
創生に幅広く活用させていただきます。

　令和8年5月21日～24日に令和８年度明治杯全日本
選抜レスリング選手権が開催され、栗東市出身の奥村
総太さんがグレコローマンレスリング130㎏級、栗東市
役所職員の藤井達哉さんが同82㎏級で優勝しました。
　藤井さんは10月にカザフスタンで行われる世界選手
権の日本代表に内定しています。

問スポーツ・文化振興課
TEL077-551-0318 FAX 077-551-0149

明治杯明治杯
全日本選抜レスリング選手権全日本選抜レスリング選手権

優勝！優勝！

広
告
欄

最新の情報を発信しています！
catalog pocket

カタログ      ポケット

"Ritto Public Relations" 
is now available in 10 
languages

広報りっとうが 10 言語で読める・聞ける！

YoutubeFacebook Yahoo! くらしLINE

◦人口 70,255人（+3）
◦男 　34,915人（–9）
◦女 　35,340人（+12）
◦世帯  30,865世帯（+22）
※（　）前月比

（
6
月
１
日
現
在
）　

人
口
デ
ー
タ


